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１．はじめに  

 

豊 かな市 民 文 化 の発 展 を求 めて  

 

 平 成 １ １年 １ ２月 、 「船 橋 市 と市 民 の文 化 の発 展 のために 」 と旧 清 川 記

念 館 施 設 と美 術 コレクシ ョ ンが船 橋 市 に寄 贈 されました 。 しかし 、個 人 美

術 館 である旧 清 川 記 念 館 の公 共 施 設 としての仕 様 の問 題 点 を検 討 して

いく中 で、新 たな土 地 へ建 設 することとなりました。  

 旧 清 川 記 念 館 は 、昭 和 ６ １年 に清 川 尚 道
た か み ち

氏 によって設 立 されました 。

清 川 家 二 代 ・清 川 弘 道
こ う ど う

氏 、三 代 ・清 川 尚 道 氏 は美 術 品 に対 する造 詣

が大 変 深 く 、特 に弘 道 氏 は船 橋 ゆか りの画 家 である椿 貞 雄 の良 き理 解

者 でもありました。  

 椿 貞 雄 （ １ ８ ９ ６ 年 ～ １ ９ ５ ７ 年 ）は 、昭 和 ２年 以 来 船 橋 市 に住 み 、昭 和

元 年 から３年 まで船 橋 町 立 小 学 校 （現 ・船 橋 小 学 校 ）の図 画 教 員 として

勤 務 し 、 その後 も美 術 サークルの育 成 等 、船 橋 の美 術 文 化 に大 きな貢

献 を残 して くれま した 。その間 、椿 貞 雄 が師 事 した岸 田 劉 生 ・武 者 小 路

実 篤 等 の白 樺 派 の作 家 たちが船 橋 を往 来 し 、地 元 の名 士 たちとも親 交

を深 めていきました。  

 船 橋 の文 化 史 の中 で、旧 清 川 記 念 館 と椿 貞 雄 作 品 を中 心 としたその

コレクションは、船 橋 の美 術 文 化 を著 すシンボル的 存 在 です。  

  ２ １世 紀 に入 り 、市 民 の価 値 観 は大 きく変 化 し 、市 民 の文 化 要 求 も多

様 化 し、感 動 体 験 へのニーズの高 まり 、市 民 自 ら創 造 活 動 に参 加 する機

会 はもとよ り 、優 れた芸 術 を鑑 賞 する機 会 などをよ り一 層 充 実 させていくこ

との大 事 さが求 められています。  

  平 成 １２年 に平 成 ３２年 （ 2 0 2 0 年 ）を目 標 年 次 とした船 橋 市 の総 合 計

画 が策 定 されました 。その中 でも 、将 来 都 市 像 の １つに 『文 化 を育 み 「豊

かな心 」 と 「生 きがい 」が実 感 できるまち （文 化 の薫 り高 い豊 かなこころを育

む生 涯 学 習 都 市 の形 成 ） 』を掲 げ、２ １世 紀 のまちづくりの根 幹 をなすもの

と位 置 づけています。  

 『 「 （ 仮 称 ）清 川 記 念 館 」基 本 構 想 検 討 委 員 会 』では 、活 発 かつ斬 新

的 、発 展 的 な ５回 の討 議 のもとに 、先 人 達 が作 り上 げてきた船 橋 の文 化

の更 なる発 展 を求 めて、次 のように 「 （仮 称 ）清 川 記 念 館 」建 設 にかかわる

基 本 構 想 を提 案 致 します。  
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２．基本目標  

 

（ １ ）  新 施 設 は 、生 涯 学 習 を振 興 するための美 術 館 的 機 能 を持 つ施

設 と し て位 置 づけ 、市 民 に向 け 、美 術 分 野 に関 する質 の高 い活

動 を積 極 的 に行 うとともに、船 橋 の新 しい芸 術 文 化 の交 流 発 信 の

場 とする。  

 

 

（ ２ ）  旧 清 川 記 念 館 の設 立 趣 旨 「日 本 古 来 の絵 画 等 の美 術 品 を収

集 し 、保 存 し 、且 つこれを公 開 し 、 もって日 本 古 来 の美 術 品 の保

存 と日 本 文 化 の発 展 に寄 与 する 。 」 を尊 重 し 、清 川 コレクシ ョ ンを

積 極 的 に公 開 する。  

 

 

（ ３ ）  ふなばしアンデルセン公 園 子 ども美 術 館 、船 橋 市 民 ギャラ リーの活

動 に留 意 しながら 、 インターネッ トなども活 用 し 、利 用 者 のニーズに

対 応 した多 用 な学 習 機 会 を提 供 すると ともに 、学 校 教 育 とも連 携

した事 業 を積 極 的 に行 う。  
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３．施設の方針  

 

（ １ ）  「船 橋 の新 しい文 化 発 信 の場 」として活 用  

①  芸 術 文 化 情 報 提 供 の場  

市 内 、県 内 にとどまらず、近 隣 都 県 からも集 客 可 能 な質 の高 い

企 画 展 を開 催 する。  

また 、ホームページの開 設 、他 の美 術 館 との連 携 を図 るなど、イ

ン タ ーネ ッ ト の活 用 によ る最 新 の美 術 情 報 の提 供 に も配 慮 す

る。  

 

 

②  芸 術 文 化 活 動 支 援 の場  

市 内 外 で活 躍 している、あるいは活 躍 が期 待 されているクオ リテ

ィの高 い創 作 活 動 を選 定 し 、優 先 的 な貸 出 システムや使 用 料

などの減 免 および必 要 経 費 の一 部 を助 成 する制 度 などを確 立

し、活 動 を支 援 していく。  

 

 

③  作 家 と市 民 との交 流 の場  

作 家 による作 品 解 説 、児 童 ・生 徒 のためのワークシ ョ ップなど 、

作 家 と来 館 者 との交 流 を積 極 的 に図 る 。 また 、 音 楽 会 な どを

開 催 し 、美 術 愛 好 家 以 外 の市 民 の来 館 の機 会 を増 やし 、施

設 への来 場 者 の増 加 につながる方 策 を行 う。  
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（ ２ ）  清 川 コレクションの活 用 および管 理  

①  岸 田 劉 生 、椿 貞 雄 など清 川 コレクシ ョ ンに関 わる企 画 展 を適

時 開 催 する。  

 

 

②  収 蔵 品 の紹 介 ・活 用 のための図 録 を作 成 し 、ホームページで

公 開 する。  

 

 

③  収 蔵 品 の修 復 と管 理 に十 分 配 慮 する。  

 

 

 

（ ３ ）  ギャラ リーとして活 用  

新 施 設 では 、活 躍 している作 家 の創 造 活 動 の発 表 の場 と し ての

機 能 を重 視 し 、船 橋 市 民 ギャ ラ リー とは明 確 に役 割 を分 担 し 、グ

ループ、個 人 の発 表 の場 として活 用 できるよ うに配 慮 する。  

 

 

（ ４ ）  専 門 スタッフの配 置  

これらの事 業 を円 滑 に推 進 するために、学 芸 員 を配 置 する。  



- 5 - 

 

４．設置施設および設備  

 

（ １ ）  展 示 室  

①  施 設 の特 徴 を出 すために ４ ． ５ ｍ程 度 の高 さの壁 面 を確 保 し 、

柱 のない１つの空 間 を自 由 に活 用 できるように配 慮 するとと もに、

パネルでフレキシブルに区 切 れるようにも配 慮 する。  

②  展 示 面 積 は 、全 体 と し て ５ ０ ０ ㎡以 上 は確 保 す る よ う に配 慮 す

る。  

 

 

（ ２ ）  収 蔵 庫  

①  現 在 の清 川 コレ クシ ョ ン （ １ ８ ４点 ） を収 蔵 できる空 間 を確 保 し 、

更 に良 質 な作 品 をコレクシ ョ ン と し て収 蔵 できるよ う にスペースを

確 保 する。  

②  空 調 設 備 は、展 示 室 、その他 の空 間 とは独 立 した系 統 にし 、 ２

４時 間 稼 働 が必 要 である。  

③  消 化 設 備 については、使 用 制 限 に沿 った地 球 環 境 に配 慮 した

ものを設 置 する。  

④  設 置 場 所 は搬 出 搬 入 の利 便 性 等 の視 点 から １階 部 分 が望 ま

しい。  

 

 

（ ３ ）  機 械 室  

空 調 系 統 の機 械 室 については、展 示 作 品 ・収 蔵 作 品 への振 動 な

どの影 響 がでないような場 所 に設 置 することが必 要 である。  
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（ ４ ）  設  備  

①  多 種 多 様 な展 示 に対 応 するため、天 井 および壁 面 にワイヤーレ

ール、コンセント 、フックなどを取 り付 け、照 明 設 備 はフレキシブル

に使 えるよう縦 横 にライティングレールを配 置 する。  

 

 

②  展 示 壁 面 はクロス張 りが望 まし く 、可 動 壁 はフレキシブルな使 用

が可 能 になるように配 慮 する。  

 

 

③  ２ ０ ０号 の絵 画 が上 層 部 に搬 出 入 できるよ う 、エレベーターあるい

は階 段 の設 計 について十 分 配 慮 する。  

 

 

④  重 量 作 品 の展 示 のために 、必 要 な部 分 については 、そ の重 量

に耐 えられる床 構 造 が望 ましい。  

 

 

⑤  限 定 されたスペースを活 かすために、収 納 スペースの設 置 にあた

っては 、床 下 の利 用 、折 り畳 み可 能 な展 示 器 具 の使 用 などに

配 慮 する。  

 

 

⑥  展 示 ガラスケースは、必 要 に応 じレンタルで対 応 する。  

 

 

⑦  インターネ ッ トの利 用 などを考 慮 し 、必 要 な通 信 回 線 を十 分 確

保 する。  
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⑧  防 火 、盗 難 防 止 装 置 などは 、最 新 の機 械 設 備 を設 置 するこ と

が望 ましい。  

 

 

⑨  空 調 機 械 設 備 については、建 設 予 定 地 が海 から近 いため，塩

害 などの影 響 を受 けないよう十 分 考 慮 した設 備 が必 要 である。  

 

 

（ ５ ）  その他 必 要 な施 設  

①  水 周 りの設 備 を持 つ多 目 的 に使 えるスペース  

 （ ミーティングルーム兼 用 ）  

②  倉 庫 、備 品 収 納 スペース  

③  書 庫  

④  搬 入 ・搬 出 の荷 解 きスペース  

⑤  開 放 的 で施 設 管 理 のしやすい事 務 室 （ １階 ）  

⑥  作 品 運 搬 用 車 両  
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５．運営に関する特記事項  

 

（ １ ）  施 設 、設 備 （ハード面 ）の検 討 や企 画 立 案 準 備 （ソフ ト面 ）のため

に、設 計 の実 施 段 階 時 点 から、専 従 できる専 門 スタッフが必 要 で

ある。  

 

 

（ ２ ）  開 館 時 期 については、建 築 完 成 時 点 から空 調 機 械 の試 運 転 や

コンク リー トか ら発 生 する特 殊 なガスの除 去 のため一 定 の猶 予 期

間 が必 要 である。  

 

 

（ ３ ）  開 館 に向 けて、利 用 者 グループおよび支 援 団 体 などの活 動 体 制

が既 にできあがっている状 態 にまで進 展 させることが必 要 である  

 

 

（ ４ ）  企 画 展 事 業 や収 集 活 動 を円 滑 に進 めるために 、 コーデ ィ ネータ

ーや制 作 スタ ッフによる臨 時 組 織 や専 門 家 によるア ドバイス組 織

の設 置 など、臨 機 応 変 な運 営 体 制 が必 要 である。  

 

 

（ ５ ）  開 館 後 の運 営 をスムーズにするため、財 源 確 保 に努 めるとともに、

よ り一 層 効 果 的 な事 業 を行 い、事 業 内 容 ・方 法 ・結 果 等 につい

て定 期 的 に評 価 を行 うことが必 要 である。  

 

 

（ ６ ）  開 館 日 や開 館 時 間 など、運 営 の弾 力 化 に配 慮 する。  
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（ ７ ）  建 物 正 面 部 分 の意 匠 は、街 の景 観 に調 和 したものが望 ましい 。  

  

 

（ ８ ）  施 設 の名 称 については 、寄 贈 者 の意 志 を尊 重 でき る よ う な名 称

が望 ましい。  

 

 

（ ９ ）  建 設 予 定 地 の敷 地 面 積 が狭 小 なため、隣 接 地 も含 め法 令 など

に照 らし最 大 限 の有 効 利 用 が図 れるよ うに努 め、美 術 館 機 能 に

必 要 な面 積 を確 保 するため、 ３階 建 築 で延 べ床 面 積 は最 小 限 １ ，

０ ０ ０㎡の規 模 が望 ましい。  



  

 

 

 

 

 

 

「（仮称）清川記念館」基本構想検討委員会  

 

委 員 長  加藤  貞雄  茨 城 県 近 代 美 術 館 長  

副 委 員 長  細野  正信  元 高 崎 タ ワ ー 美 術 館 長  

委 員  齊藤  晴利  元 千 葉 そ ご う 美 術 館 長  

委 員  酒井  清一  千 葉 県 立 松 戸 高 校 教 諭 ・ 造 形 作 家  

委 員  渡辺   可久  船 橋 市 美 術 連 盟 理 事 長  

委 員  青木  忠仁  旧 財 団 法 人 清 川 記 念 館 理 事  

委 員  鳥光  公一  本 町 ３ 丁 目 第 一 町 会 長  

委 員  濱松  繁雄  ふ な ば し ア ン デ ル セ ン 公 園 子 ど も 美 術 館 館 長  

 


